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tアJ

本書は、大阪府八尾市大字渋川および大字亀井 (平成16年 2月 23日実施の町名地呑改正に伴

い、現住所では龍幸町 1丁目・ 2丁目に包括される)で、平成11年度に実施した人尾都市計

画事業大阪竜華都市拠点土地区画整理事業け直松排水路他工事および久宝寺南駅前線 3工区

建設)に伴う発掘調査報告書である。

本書で報告する久宝寺遺跡第30次調査 l調査区 。2調査区(K H99-30-1・ K H99-30-

2)の発掘調査業務は、八尾市教育委員会の埋蔵文化財調査指示書に基づき、財団法人八尾

市文化財調査研究会が都市基盤整備公団関西支社 (現、独立行政法人都市再生機構西日本支

社)か ら委託を受けて実施したものである。

現地調査は平成12年 1月 20日 ～平成12年 3月 30日 にかけて 1調査区は西村公助、 2調査区は

原田昌則・岡田清―が担当した。調査面積は893.0♂ である。

現地調査においては、奥村 崇・垣内洋平・加藤邦枝 。川村一吉・蔵崎潤子・後藤 喬・小
林範彰・曹 龍・田島宣子・永井律子・中村百合・村田知子・若林久美子が参加した。
整理業務は、平成16年 5月 ll日 ～平成17年 3月 28日 に実施した。

本書作成に関わる業務は、遺物実測―岩沢玲子・伊藤静江・加藤・北原清子・竹田貴子・永

井 。中村・村田 。吉川一栄 。若林、遺構図面レイアウト・遺構図面 トレースー荒川和哉、遺

物図面 トレースー山内千恵子、遺物図面レイアウトー坪田真一、遺物写真一荒川 。垣内が行

った。

本書の執筆は、調査終了報告書および調査担当者の見解に基づき、主に荒川が行ったが、出

土遺物については原田が行った。

土器の形式・編年で参考とした文献については307頁に提示した。
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H 久宝寺遺跡第30次調査 (K H99-30)

第 1章 はじめに

久宝寺遺跡は、人尾市北西部を中心とする東西約1.7km、 南北約1.8kmの広い範囲に及ぶ縄文時

代晩期から近現代にかけての複合遺跡である。現在の行政区画では、北久宝寺 1～ 3丁目。久宝

寺 1～ 6丁目・西久宝寺 。南久宝寺 1～ 3丁目・神武町・渋川町 1～ 7丁 目・龍華町 1～ 2丁

目・北亀井町 1～ 3丁目、および東大阪市大蓮東 5丁目。大蓮南 2丁目が遺跡の範囲である。南

は跡部遺跡・亀井遺跡、西は亀井北遺跡・加美遺跡、北は佐堂遺跡と隣接している。遺跡範囲内

には、久宝寺寺内町遺跡、渋川廃寺が所在する。

久宝寺遺跡が立地する中河内地域は、東を生駒山地、南を羽曳野丘陵 。河内台地、西を上町台

地、北を淀川に画されている河内平野の南部に当たり、旧大和川水系の平野川・長瀬川・楠根

川・玉串川・恩智川が北西方向に放射状に流下している。久宝寺遺跡は、旧大和川の主流であつ

た長瀬川とその支流の平野川に挟まれた沖積地に展開した遺跡で、遺跡範囲内の現地表の標高は、

To P.+6.6～ 12,Omを 測る。

今回、久宝寺遺跡第30次調査を実施した調査地は、久宝寺遺跡の南部に当たり、遺跡を東西に

横断する形で占地している国鉄竜華操車場跡地 (約24.6ha)と その周辺を含む「大阪竜華都市拠点

地区」の範囲内にある。「大阪竜華都市拠点地区」においては、平成 9(1997)年 度以降、「八尾都

市計画事業大阪竜華都市拠点土地区画整理事業」の一環として、新設道路部分および公共施設建

設地を中心とした発掘調査が、(財 )大阪府文化財調査研究センター(現  (財 )大阪府文化財セン

ター、以下、府センターとする)・ 八尾市教育委員会 ,(財 )八尾市文化財調査研究会 (以下、当調

査研究会とする)に よつて継続的に実施されている。

本書で報告する久宝寺遺跡第30次調査 (K H99-30)は 、上記事業の一環として、当調査研究会

が都市基盤整備公団関西支社 (現 独立行政法人都市再生機構西日本支社)の委託を受けて、平成
11年度に実施したものである。調査区は 2箇所で東西に分かれており、その距離は約700mを 測

る。西側の調査区を 1調査区(K H99-30-1)、 東側の調査区を2調査区(K H99-30-2)と呼

称した。 1調査区周辺では、北に隣接して第23次調査 l調査区(K H97-23-1)の調査が、東接

する位置では、府センターによる水処理施設に伴う調査が実施されており、縄文時代晩期以降の

遺構・遺物が検出されている。 2調査区周辺では、北に隣接して第23次調査26調査区(K H97-

23-26)、 南に隣接 して第24次調査 8調査区(KH
98-24-8)の 調査が当調査研究会により実施され

ており、古墳時代初頭以降の遺構 。遺物が検出さ

れている。この様に、調査区付近では数多くの調

査が実施されており、縄文時代晩期以降の多岐に

亘る多 くの考古学成果の蓄積が認められている。

なお、久宝寺遺跡における既往調査の概要、およ

び久宝寺遺跡周辺の地理的 。歴史的環境の詳細に

ついては、本書「 I 久宝寺遺跡第23次調査」第
2章 (2～ 9頁 )を参照されたい。 写真1 2調査区 調査風景 (南から)
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Ⅱ 久宝寺遺跡第30次調査 (K H99-30)

第 2章 調査概要
第 1節 調査の方法と経過
本書で報告する久宝寺遺跡第30次調査は、「八尾都市計画事業大阪竜華都市拠点土地区画整理

事業」に伴うもので、そのうち、植松排水路他工事部に伴う調査を第30次 l調査区(K H99-

30-1)、 久宝寺南駅前線 3工区に伴う調査を第30次 2調査区(K H99-30-2)と 呼称した。

1調査区は、龍華町2丁目の竜華操車場跡地の西部に位置し、平面形状は頭を東に向けた凸字

形を呈する。 2調査区は、龍華町 1丁 目の竜華操車場跡地の東部に位置し、概ね南北に長軸を持

つ長方形を呈する。 1調査区は、第23次調査 1調査区(K H97-23-1)の 南側に、 2調査区は、

第23次調査26調査区(K H97-23-26)の 南側に隣接している。総調査面積は898.0ポ を測る。

現地調査は、都市基盤整備公団関西支社 (現 独立行政法人都市再生機構西日本支社)と八尾市
教育委員会と当調査研究会の3者による「大阪竜華都市拠点地区における埋蔵文化財発掘調査に

関する協定書」に基づいて、都市基盤整備公団関西支社と当調査研究会による業務委託契約書の

締結後着手した。各調査区の面積 。現地調査期間 。調査担当者については、第 1表にまとめた。

内業整理業務は、現地調査終了後、随時実施し、平成17年 3月 28日 に終了した。

現地調査に際しては、八尾市教育委員会による埋蔵文化財調査指示書に示された試掘調査の結

果に基づき、掘削深度等を設定した。 1調査区については、現地表 (T,P,+8.00m)か ら2.27mま で

を機械掘削した後、以下0.66mを人力掘削し、遺構・遺物の検出に努めた。その際、工事の都合

上、調査区を2つに分けて調査を行なった。西側をその 1、東側をその2と した。先ず、その 1の

調査を行い、その 1の調査終了後、埋め戻し、その 2の調査を行なった。 2調査区では、上部調

査として、現地表(T,P,+9.5m)か ら0.9～ 1.3

m前後までを機械掘削した後、以下0.6m前後

を人力掘削し、遺構・遺物の検出に努め、下

部調査として、約1,Omに及び人力掘削し、遺

構面 。遺物包含層の確認、地層の状況から復

元される遺跡形成以前の環境等を確認するた

めの調査を行なった。調査区の四方には、地

層観察用の壁 (幅約0.5m)を設定している。

調査地の地区割については、竜華操車場跡

地とその周辺において継続する調査に対応す

るために、平成 9年度に当調査研究会が設定

したものを使用した。地区割の設定について

は、本書「 I久宝寺遺跡第23次調査」第 3章

第 1節 (15頁 )を参照されたい。この地区割で

は、1調査区が中区画のⅥ-2地区に、2調査
区がⅦ-13。 14・ 18・ 19地区に包括される。

遺構検出面の呼称については、機械掘削が
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第 2図  1調査区

0          10

設定図および地区割図 (S=1/500)

-279-



終了し、人力掘削による調査

で遺構を検出した面を「第 1

面」と呼称し、以下、上位の

遺構検出面から順に番号を付

した。遺構名については、遺  X=~153270

構略号十遺構検出面番号十遺     8
構番号 (2桁 )で表現した (例、

S K101=第 1面検出の土坑  X=-153280
1)。

9

調査の結果、 1調査区では、

古墳時代後期に比定される土  x=引 53290
坑 1基 (S K101)、 溝 l条 (S

D101)を 検出した。出土遺物     10
は、整理用コンテナ(60× 40×  x=_153,300
20cln)で 1箱を数える。

2調査区では、上部調査で     1
3面 (第 1面～第 3面 )1こ亘る

X=… 153310
調査を実施した。第 1面では、

近世初頭以降に比定される島     2
畑 2基 (島畑101・ 島畑102)、

水田 1筆 (水田101)、 畦畔 l tt X=~153320

(畦畔101)、 井戸 3基 (S E101
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第3図 2調査区 設定図および地区割図(S=1/50ω

101)、 溝20条 (S D101～ S D120)、 小穴14個 (S P101～ S Pl14)、 第 2面では、中世末期及び近

世初頭以降に比定される土坑 3基 (S K201～ S K203)、 溝12条 (S D 201～ S D203)、 第 3面では、

古墳時代中期～平安時代後期に比定される土坑 8基 (S K301～ S K308)、 溝32条 (S D301～ SD
332)、 小穴 2個 (S P301・ S P302)を検出した。下部調査では、自然河川・地震痕跡 (液状化に

伴う砂脈やフレーム構造)を検出した。出土遺物は、整理用コンテナ(60× 40× 20cm)6箱 を数え

る。
第 1表 調査区一覧表
調査区名 (略号) 面積(帯 ) 調 査 期 間 担 当 者

1調査区(K H99-30-1) 202.0 平成12年 1月 25日 ～2月 8日 西村公助

2調査区(K H99-30-2) 691,0 平成12年 2月 1日 ～3月 7日 原田昌則・岡田清一
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Ⅱ 久宝寺遺跡第30次調査(K H99-30)

第 2節  1調査区
1)基本層序

現代までの地層が比較的良好に残っていた調査区西壁から12層 (第 0層 ～第11層 )を抽出して当

調査区における基本層序とした。

第 0層 :竜華操車場造成時の客土。層厚1.1～ 1.5m。 上面の標高は、T.P.+8.Om前 後を測る。

第 1層 :10BG3/1暗青灰色細粒砂混粘土。竜華操車場造成以前の耕作土。層厚0,05～ 0。 15m。

第 2層 :2.5Y5/6黄褐色細粒砂混粘土。層厚0.1～ 0,25m。

第 3層 i10YR4/2灰黄掲色粗粒砂混粘土。層厚0。 1～ 0.2m。

第 4層 :10YR5/1褐灰色粗粒砂混粘土。層厚0。 1～ 0.2m。

第 5層 :10YR6/6明黄褐色細粒砂混粗粒砂。層厚0.45～0,95m。

第 6層 :5M/1灰色シルト混粘土。層厚0.lm。

第 7層 :N3/0暗灰色粘土。植物遺体を含む。層厚0.lm。

第 8層 :2.5Y3/2黒褐色粘土。炭酸鉄を含む。層厚0。 1～ 0.3m。

第 9層 :10B髄/1暗青灰色粘土。層厚0,2m。 上面は第 1面、古墳時代後期の遺構を検出。

第10層 :5B3/1暗青灰色粘土。植物遺体を多く含む。層厚0.3m。

第11層 :10BG6/1青灰色粘土。層厚0.2m以上。

2)検出遺構と出土遺物

第 1面 (第 6図、図版―・二)

現地表下約2.5m(T,P,+5,5m前後)の第 9層上面で、古墳時代後期に比定できる土坑 1基 (S

K101)、 溝 1条 (S D101)を 検出した。

土坑(SK)
S K101(第 4。 5図、図版二・八)

1調査区(その 2)の ほぼ中央部のⅥ-2-
4E地区で検出した。平面は不整円形を呈し、

長径2.6m、 短径2.3mを測る。断面は浅い皿

形で、深さ0,lmを 測る。埋土は、粘土を主

体とする2層からなる。

出土遺物は、埋上の上部 (1層 )か ら土師器

甕・土師器甑、須恵器杯身の小片および自然木

等が少量出土している。 3点 (1～ 3)を 図化

した。 1・ 2は共に土師器長胴甕の小破片であ

机 復元聰 漸 赫 哄 歩促る期 抗

器面調整は共に口縁部から体部外面に縦位の

ハケ、口縁部内面に横位のハケを施す。色調は

1が灰褐色、2が浅黄橙色。 3は須恵器杯身で

ある。約1/2が残存している。復元口径11.6cm、

Ocm

第 4図  1調査区 S K101出土遺物実測図
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器高4.7cm、 受部径14.Ocmを測る。色調は淡灰青色。田辺昭三氏編年 (田辺1966)の M T15型式 (6

世紀前半)に比定される。埋没時期は、出土遺物から6世紀前半以降に比定できる。

溝 (SD)
S D101

1調査区北西側のⅥ-2-3D・ E地区で検出した。東西方向に伸びるものと推定されるが、
南肩のみの検出で規模等は明確でなく、東側に落ち込む落ち込み、あるいは、土坑の一部を検出

した可能性がある。検出部分で、長さ1.7m、 最大幅1.lm、 深さ0,15mを測る。埋土はN3/0暗灰

色粘上の単層である。遺物が出土していないため、帰属時期は不明である。

軋 9.09θ

ぃぅ
∞
．漁ゆ日Ｐ側ぽら

T,P,1-5.5m

0                 2m

と IIき :4チ 1纏警侯笹蓬土
第 5図  1調査区 S K101平断面図

|
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Ⅱ 久宝寺遺跡第30次調査 (K H99-30)

第 3節  2調査区
1)基本層序
上部調査の範囲で確認した 8層 (第 0層 ～第 7層 )を摘出して当調査区の基本層序とした。下部

調査では自然河川を中心とした地層を32層 (1層 ～32層 )確認した。詳細は第 8図に記載している。

第 0層 :竜華操車場造成時の客土。層厚0.85～ 1.2m。 上面の標高はT.P.+9.5～ 9.lm。

第 1層 i10BG4/1暗青灰色砂質シルト。竜華操車場造成以前の耕作土。層厚0.1～0.3m。

第 2層 i10BG5/1青灰色極粗粒砂混粘土質シルト。グライ化。水田耕作土。層厚0。 1～ 0.2m。

第 3層 :N6/0灰色砂質シルト。層厚0,05～ 0.25m。 酸化鉄が斑状に沈着。第 2層 の水田耕作土

に伴う耕盤層。     ~
第 4層 :10YR7/3とこぶい黄橙色砂質シルト。層厚0.05～ 0.2m。

斑状の酸化マンガン・管状の酸化鉄が沈着している。

遺物を含む。上面が第 1面の一部と第 2面。

第 5層 :2.5Y7/2灰 黄色シルト～極細粒砂。層厚0.1～ 0。 3m。

上部が土壌化しており、層中に

古墳時代中期～平安時代後期の

酸化鉄が管状に沈着。上面が第

1面の一部と第 3面。

第 6層 i10YR6/4にぶい黄橙色シルト～極細粒砂。層厚0.05～ 0.2m。 上部が土壌化しており、

酸化マンガン・酸化鉄が斑状に沈着。

第 7層 i10GY8/1明緑灰色極細粒砂。層厚0。 2m以上。酸化鉄が斑状に沈着。

島畑101盛土

A層 :10YR6/4にぶい黄橙色砂質シルト。酸化鉄。上面が第 1面。

B層 :10YR7/4にぶい黄橙色砂質シルト。酸化鉄。

C層 :10YR6/2灰黄褐色砂質シルト。酸化鉄。

D層 :10YR5/2灰黄褐色砂質シルト。酸化鉄。

E層 :5Y7/2灰 白色砂質シルト。酸化鉄。

F層 :5Y6/2灰オリーブ色砂質シルト。酸化マンガン。酸化鉄。瓦器椀を含む。

島畑102盛土

G層 :2.5Y6/3にぶい責色砂質シルト。上面が第 1面。

2)検出遺構と出土遺物

第 1面 (第 7図、図版三)

調査の結果、 1～ 3層を除去した、主に第 4層上面 (T,P,+8,4～7.8m)で、江戸時代前半以降

に比定される島畑 2基 (島畑101・ 島畑102)、 水田 l筆 (水田101)、 畦畔 1条 (畦畔101)、 井戸 3基

(S E101～ S E103)、 土坑 l基 (S K101)、 溝20条 (S D101～ S D120)、 小穴14個 (S P101～ S

P l14)を検出した。

島畑 (島畑)

島畑101

2調査区の北部のⅦ-14-8。 9A～ C地区で検出した。南部は水田1011こ区画されているが、

北 。東・西部は調査区外に至るため全容は不明である。規模は検出部分で東西幅17.3m、 南北幅
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Ⅱ 久宝寺遺跡第30次調査 (K H99-30)

x=-153310

|
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|
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第8図  2調査区 東壁および管路部分東壁断面図
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H 久宝寺遺跡第30次調査(K H99-30)

12,7m、 高 さ0,7m前後を測る。島畑101は 第 4層上面にF層 ・E層 ・D層 。C層 ・B層・A層 の

6層 を盛上して構築されている。盛土内からは土師器・須恵器・瓦質土器・肥前系陶磁器などの

破片が出上している。A層の上面で溝 2条 (S D101,S D102)を検出した。また調査区東壁断面

の観察から、D層 。C層・A層の上面に切り込み面を持つ断面形がU字形の遺構があることを確

認できる。このことから、島畑101は盛土を重ねながら耕作が続けられていたことが窺える。構

築時期は、盛土内から出上した遺物から、近世初頭以降に比定できる。

島畑102

2調査区南部のⅦ-14-10貪 ・B地区、Ⅶ-18-lJ地 区、Ⅶ-19-lA・ B地区で検出した。
北側・西側 。南側を水田101に 区画されており、東部は調査区外 |こ至る。規模は、検出部分で東

西幅15.Om前後、南北幅12.Om、 高さ0.2m前後を測る。第 4層上面にG層 を盛上して構築され

ている。盛土内からは、土師器・須恵器・瓦質土器・肥前系陶磁器などの破片が出土している。

検出面で井戸 1基 (S E102)の他、鋤溝は東西方向に伸びる6条 (S Dl10～ S Dl18)と 南北方向

に伸びる2条 (S Dl19。 S D120)を 検出した。 S Dl16。 S Dl171こ ついては、調査区東壁断面の

観察から、第 3層 より上面から切り込まれていることが確認でき、 S Dl16の延長線上にあるS

Dl18と ともに島畑102に伴う溝ではなく、島畑102が使われなくなってからの水田耕作に伴う溝

と考えられる。構築時期は、盛土内から出土した遺物から、近世初頭以降に比定できる。

水田 (水田)

水田101

2調査区南半部を中心とするⅦ-14-9A～ C地区、Ⅶ-13-10J地区、Ⅶ-14-10A・ B・
C地区、Ⅶ-18-1」 地区、Ⅶ-19-1△ ・B地区、Ⅶ-19-2A・ B地区で検出した。島畑
102を取り囲んでいる。調査区南西部では、その西側が畦畔101に よって区画され、調査区南東部

では、その南側が調査区南側に隣接する第24次調査 8調査区で検出された島畑の北縁に接する。

東部は調査区外に至るため、全容は不明である。水田101の北部分は検出部分で東西幅16.7m、

南北幅7.5～ 7,9m、 西部分は検出部分で南北幅17.Om、 東西幅3.60～4.25m、 南部分は検出部分

で東西幅12.Om、 南北幅1.70～ 1.90m、 深さは島畑102の上面から0.2m前後を測る。作土層は

10BG7/1明 青灰色粘土質シルトである。水田101北部分の西部で井戸 1基 (S E101)、 北西部で東

西方向に列状に分布する小穴14イ固(S P101～ S Pl14)、 東西方向に伸びる溝 7条 (S D103～ SD
109)を検出した。作土層からの出土遺物は、土師器・須恵器・瓦質土器 。青磁 。屋瓦 。国産陶

器・肥前系陶磁器の破片である。構築時期は、出土遺物と島畑101・ 島畑102と の関連性から、近

世初頭以降に比定できる。

畦畔 (畦畔)

畦畔101(第 9,10図、図版八)

2調査区南西部のⅦ-18-1」 地区で検出した。南北方向に伸び、東側は水田101西部分を区

画している。検出長3。 8m、幅0。 6m、 高さ0.3mを測る。畦畔1011よ第 4層上面に構築されており、

盛土については第 9図の通りである。南側 。北側は調査区外に至るが、南側は当調査研究会によ

る第24次調査 8調査区で検出された畦畔に続き、北側は調査地西側に隣接する当調査研究会によ
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る第48次調査で検出された畦畔状遺構に続く。畦畔盛土内からは遺物が集中して出土しており、

周辺の水田および島畑構築時に出土した遺物の廃棄および畦畔の補強を目的として意識的に畦畔

盛土内に埋められた遺物である。整理用コンテナ l箱程度出土しており、時期的には古墳時代中

期～近世のものが含まれている。 8点 (4～ 11)を図化した。 4～ 10は須恵器である。 4～ 6は甕

口縁部の小破片である。 4は中形品で、口縁部は外方に拡張して外傾する幅広の端面を形成して

いる。田辺編年のT K209型式 (7世紀前半)前後のものか。 5・ 6は大形品で、口縁端部が外傾

して幅広の端面を作る5と 口縁端部を垂下させ内傾する端面を形成する6がある。口縁部外面に

は、共に2～ 3条を 1単位とする沈線帯で区画された間に波状文が施文されている。色調は5が

灰白色。6は淡灰色で半還元焼成である。共に田辺編年のT K47型式(5世紀後半)前後のものか。

7は器台で、脚部の上半以下を欠く。復元口径37,6cmを測る。台部はやや深めの椀形で、口縁部

は外方に拡張し、内傾する幅広の端面を形成している。台部外面上位には2本の沈線で区画され

た間に波長の細かい波状文、中位以下には格子タタキが施されている。台部内面の中位から底部

に青海波タタキが施されている。脚部は細身で、脚部上位の復元径は10.Ocmを測る。脚部タト面に

カキメの後、雑な波状文が施文されている。スカシ孔は長方形で4方に穿たれている。色調は青

灰色。6世紀前半に比定される。 8は高杯で、杯底部から脚部上半が残存している。杯部外面下

半にカキメが施されている。スカシ孔は4方に穿たれている。脚部タト面に灰かぶりが認められる。

5世紀末～ 6世紀前半に比定される。 9は杯身の小破片で、口縁部の約1/6が残存している。色

調は青灰色。田辺編年のM T15型式(6世紀前半)。 10は小形壷である。体部中位以下が残存して

いる。底部は小さく突出した平底で、裏面に回転糸切り痕が残る。体部タト面下半にヘラ先による

「十」の字が記されている。平安時代前半のものか。11は土馬である。胴部から後足にかけて残
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Ⅱ 久宝寺遺跡第30次調査 (K H99-30)

Ocm

第10図  2調査区 畦畔101盛土内出土遺物実測図

存しているが、後足および尾部の先端部分を欠く。裸馬を表現したもので、小笠原好彦氏分類

(小笠原1975)の E型式にあたるものと推定され、時期的には奈良時代中期～後期に比定される。

畦畔の構築時期は、出土遺物と島畑101・ 島畑102と の関連性から、近世初頭以降に比定できる。

井戸 (SE)
S E101

2調査区北西部のⅦ-14-9A地 区で検出した。西部が調査区外に至るため全容は不明である。
検出部分で東西幅1,lm、 南北幅1.4m、 深さ0.35mを測る。埋土は3層 に分けられ、上層から2

層までが砂質シルト、最下層が粘土質シルトを主体とする。調査区西壁断面の観察から、水田

101の作土層より上面から掘り込まれていることが確認できる。出土遺物は、土師器・須恵器・

井戸側用瓦・国産陶器の破片が極少量である。構築時期は、近世前半に比定できる。

S E102(第 11図、図版五)

2調査区西部のⅦ-14-10A地区、島畑102の北西隅で検出した。島畑102の北西角に位置する。

不整円形で東西幅1,3m、 南北幅1.5m、 深さ0,77mを測る。埋土は、第11図の通りである。検出

面から約0,3m下部に桶の底板が完存していることから、井戸の機能が終了した後に肥溜めとし

て利用されていたと推測される。出土遺物は、土師器 。須恵器 。肥前系陶磁器・井戸側用瓦の破
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片である。構築時期は、近世初頭以

降に比定できる。

S E103

2調査区南東部のⅦ-19-2A地
区で検出した。 S K101・ 水田101を

切る。南部が調査区外に至るため全

容は不明である。検出部分で東西幅

2.2m、 南北幅1.15m、 深さ0.41m

を測る。埋土は灰色系の砂質シル ト

を主体とする 3層 に分けられる。出

土遺物はない。構築時期は、近世初

頭以降に比定できる。

土坑 (SK)
S K101

2調査区南東部のⅦ-19-2A地

区で検出した。水田101を 切 りSE
103に 切 られる。南部は調査区外に

至るため全容は不明である。検出部

分で東西幅1.5m、 南北幅1,7m、深さ

0,lmを測る。埋土は10BG7/1明青灰

色粘土質シル トの単層である。遺物

は土師器、須恵器の小片が少量出土

している。構築時期は、水田101を切り

0                 2m

S E102平断面図

/

TP→-75m

Ｂ
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／
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／
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２
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４

５

６

７
と10YR6/6明 黄掲色極細粒砂の互層

S E103に切られることから、近世初頭以降に比定できる。

溝 (SD)(第 12図、図版八)
総数で20条 (S D101～ S D120)を検出した。規模の大きい S D106を 除けば幅0.2～ 0.8m程度

の小溝である。そのうち、 S D101。 S D102が島畑101、 S D103～ S D109が水田101、 S Dl10

～S Dl15。 S Dl19・ S D120が島畑102、 S Dl16～ S Dl18が第 2層を作土とする耕作に伴う溝

と考えられる。各溝の規模・埋土・出土遺物については第 2表に示した。

S D105出土遺物 軒平瓦 1点 (12)を図化した。瓦当面に向かって右半分が残存している。中
心飾りに縦方向の菱形を有し、単位の細かい唐草文を上下三段に配する菱形唐草文軒平瓦である。

中心飾りの菱形は、 4分割され、そのうちの上下については縦線でさらに分割された文様となっ

;liЗを:i::g:ζ ε笞::::g拿 [:ζl〔写〔         '|レ ば

::i:

鎌倉時代。東大阪市の若江寺跡 (藤井1975)か ら同籠のもの

が出上している。

0              1 ocm

第12図  2調査区 S D105出土遺物
実測図
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H 久宝寺遺跡第30次調査 (K H99-30)

第 2表  2調査区 第 1面溝(SD)法量表 (単位m)

遺構名 地   区 全長
(検出長)

幅 深 さ 埋 土 出土遺物

SD 01 Ⅶ-14-8A・ B、 9BoC 0。40-0.80 0.05 10YR6/2灰黄褐色砂質シルト 肥前系磁器

SD 02 Ⅶ 14 9BoC 0.25^ヤ 0.65 10BG6/1青 灰色砂質シル ト 土師器・屋瓦

SD 03 Ⅶ-14-9～ 10B,C 0,08 土師器

SD 04 Ⅷ-14-9A・ B、 10B 14.7 0.40 0.14 土師器・須恵器・瓦碁

SD 05 Ⅷ-14-9A、 10A・B 0.30 土師器・須恵器・瓦器

SD 06 Ⅶ-14-10A・B 13.5 1.40-2.60 0.07 土師器・須恵器・磁器

SD 07 lll-14-10A 4.90 0.20^ヤ 0.40 0.05

SD 08 0.40-0.80

S D109 土師器・須恵器・磁器

S Dl10 0.25-0.30 2.5GY7/1明 オリーブ灰色砂質シルト 土師器・須恵器

S Dlll 15.0 0.25^マ 0。38 （
Ｖ 土師器・須恵器

S Dl12 15.0 0.25～ 0。35 ク 土師器

S Dl13 Ⅶ 19-lA・B 7.30 0.25-0.30 0.10 土師器・須恵器・瓦器

S Dl14 0.25^ヤ 0.30 0.09 土師器

S Dl15 13.2 0,25-0.30 0,07 土師器

S Dl16 Ⅶ 19-lB 4.50 0。 15～ 0.20 土師器

S Dl17 ク 0,70 0.04

S Dl18 LIl-19-lA 0.15～ 0.25 0.04 土師器・須恵器

S Dl19 Ⅶ-14-10A、 19-lA 0.20-0。 35 0.08

S D120 0.25^-0。30 0,08 ク

/Jヽ穴 (SP)
全て 2調査区北西部のⅦ-14-9A地区で検出した。水田101の北西部に集中している。総数
は14個 (S P101～ S Pl14)である。各小穴の平面形状・埋土については、第 3表に示した。埋土

が第 2層 と同じであることから、構築面は第 2層上面にあつたと考えられる。出土遺物はない。

これらの小穴は、水田の端で列状に分布することから、水田耕作に伴う施設を作る際に打ち込ま

れた杭穴と推定される。各小穴の法量等については、第 3表に示した。
第3表  2調査区 第1面小穴(SP)法量表(単位m)

遺構名 平面形 長径 (長辺 ) 短径 (短辺 ) 深 さ 埋 土 出土遺物

S P101 円形 0。 13 0.06 10BG5/1青灰色砂質シルト

S P102 0.09

S P103 0.09

S P104 0.08

S P105 0。 15 0.07

S P106 0.07 ク

S P107 長方形 0.28 0.08

S P108 方形 0.17 0.17 0.08

S P109 0.15 0。15

S Pl10 0.15 0。15

S Plll 円形 0.15 0.15 0.05

S Pl12 0.15 0.15

S Pl13 0.14 0.14 0.16

S Pl14 橋円形 0。 13
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第 2面 (第 14図、図版五)

調査の結果、第 4層上面 (T.P.+7.7m前後)で、土坑 3基 (S K201～ S K203)、 溝12条 (SD
201～ S D212)を 検出した。

土坑 (SK)
S K201

2調査区中南部のⅦ-14-10A・ Ⅶ-19-lA地区で検出した。平面は不定形で、東西幅3.5
m、 南北幅3,3m、 深さ0.42mを測る。底部に3箇所の窪みを有する。埋土は 2層 に分けられ、

上層が2.5Y6/1黄灰色砂質シルト、下層が2.5GY7/1明オリーブ灰色砂質シルトである。遺物は土

師器 。須恵器 。瓦器 。中国製青磁碗などの小片が出上している。帰属時期は明確に比定できない

が、中世以降で島畑102の構築時期よりは前である。

S K202(第 13図、図版八)

2調査区中東部のⅦ-14-10B地区で検出した。 S K201の北東
4.3mの地点に位置する。隅丸方形で、東西幅1.5m、 南北幅1.7m、

深さ0,93mを測る。理土は2層 に分けられ、上層が10YR4/2灰黄褐

色砂質シルトと10YR6/1褐灰色砂質シルトの互層、下層力削7/0灰白

色粘土質シルトである。出土遺物は、土師器・須恵器の小片であ

る。須恵器 2点 (13・ 14)を図化した。13は杯身の小破片である。焼

成がやや不良で、色調は灰白色を呈する。 5世紀前半に比定され

るが、小破片のため型式は不明。14は甕である。口縁部端部下半

に突帯が廻る。顎部外面には中位の突帯を境に上下に波状文が施文されている。口頸部内面は灰

かぶり、外面には黒色釉が塗布されている。田辺編年のT K85型式(5世紀前半)。 遺構の帰属時

期は 5世紀前半が推定される。

S K203

2調査区中南部のⅦ-14-10B地区・Ⅶ-19-lB地区で検出した。東部が調査区外に至るた
め全容は不明である。検出部分で東西幅0,7m、 南北幅1,4m、 深さ0.6mを測る。埋土は不均質

な10YR6/1褐灰色砂質シルトの単層である。出土遺物はない。帰属時期は明確に比定できないが、

中世以降で島畑102の構築時期よりは前である。

溝 (SD)
全て 2調査区北側で検出した。総数は12条 (S D 201～ S D212)である。規模の大きいS D204

およびS D212を除けば、幅0。 2～ 0,4m、 深さ0.04～ 0.1lm程度の小溝である。小溝は、調査区

東壁断面の観察および埋土から、島畑101の耕作に伴う近世の溝であることがわかる。

S D201

2調査区北東部のⅦ-14-8・ 9C地区で検出した。北西―南東方向に伸び、東側は調査区外
に至る。検出長3.9m、 幅0。 3m、 深さ0,04mを測る。埋土は2.5GY7/1明オリーブ灰色砂質シルト

の単層である。遺物は、土師器・須恵器の小片が極少量出土しているが、時期を明確に比定でき

るものはない。

3

0             1ocm

第13図  2調査区 S K202出土
遺物実測図
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Ⅱ 久宝寺遺跡第30次調査 (K H99-30)
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S D202

2調査区北西部のⅦ-14-8A・ B地区で検出した。北西―南東方向に伸び、東側はS D212
に切られ、 S D2111こ切られる。西側は調査区外に至る。検出長7.lm、 幅0。 3m、 深さ0.04mを

測る。埋土は2.5GY7/1明 オリーブ灰色砂質シルトの単層である。遺物は出上していない。

S D203

2調査区北東部のⅦ-14-9C地区で検出した。 S D201の南側に並行して伸び、東側は調査
区外に至る。検出長4.Om、 幅0,28m、 深さ0,07mを 測る。埋土は2.5GY7/1明 オリーブ灰色砂質

シルトの単層である。遺物は土師器、須恵器の小片が極少量出土しているが、時期を明確に比定

できるものはない。        
｀

S D204

2調査区北部のⅦ-14-8A・ B、 9A～ C地区で検出した。北西―南東方向に伸び、SD
211・ S D212に 切られる。東側 。西側は調査区外に至る。検出長16.7m、 幅5,7～ 6.7m、 深さ

0.23mを 測る。断面の形状は浅い皿状で、埋土は2層 に分けられ、上層が2.5Y6/3にぶい黄色砂

質シルト、下層が10YR5/1褐灰色砂質シルトである。東部ほど浅くなり、調査区東壁断面では殆

ど確認できない。遺物は土師器、須恵器、瓦器等の小片が出土している。

S D205

2調査区北西部のⅦ-14-9A・ B地区で検出した。東西方向に伸び、東側はS D212を 切る。
西側は調査区外に至る。検出長6.8m、 幅0.27m、 深さ0.06mを 測る。埋土は2.5GY7/1明オリー

ブ灰色砂質シルトの単層である。遺物は出土していない。

S D206

2調査区北東部のⅦ-14-9B・ C地区で検出した。東西方向に伸びる。東側は調査区外に至
る。検出長4.8m、 幅0.3m、 深さ0.lmを 測る。埋土は2.5GY7/1明 オリーブ灰色砂質シルトの単

層である。遺物は須恵器の小片が極少量出上しているが、時期を明確に比定できるものはない。

S D207

2調査区北西部のⅦ-14-9A・ B地区で検出した。 S D205の南側に並行して東西方向に伸
び、東側はS D212を 切る。西側は調査区外に至る。検出長7.Om、 幅0.24m、 深さ0,04mを測る。

埋土は2.5GY7/1明 オリーブ灰色砂質シルトの単層である。遺物は出上していない。

S D208

2調査区北東部のⅦ-14-9B・ C地区で検出した。 S D206の南側に並行して東西方向に伸
び、東側は調査区外に至る。検出長5.5m、 幅0.25m、 深さ0.07mを 測る。埋土は2.5GY7/1明オ

リーブ灰色砂質シルトの単層である。遺物は土師器、須恵器、瓦質土器の小片が極少量出上して

いるが、時期を明確に比定できるものはない。

S D209

2調査区北部のⅦ-14-8B地 区で検出した。南北方向に伸びると推定される。検出長0.3m、
幅0.25m、 深さ0,03mを測る。埋土は2.5GY7/1明 オリーブ灰色砂質シルトの単層である。遺物は

出上していない。

S D210

2調査区北西部のⅦ-14-9A地区で検出した。南北方向に伸びるもので、北側はS D204に
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Ⅱ 久宝寺遺跡第30次調査(K H99-30)
切られる。検出長1.3m、 幅0.2m、 深さ0.09mを測る。埋土は2.5GY7/1明 オリーブ灰色砂質ンル

トの単層である。遺物は出土していない。

S D211

2調査区北部のⅦ-14-8・ 9B地区で検出した。南北方向に伸びるもので、 S D202。 SD
204を 切る。北側は調査区外に至る。検出長10.Om、 幅0.25m、 深さ0,08mを 測る。埋土は

2.5GY7/1明 オリーブ灰色砂質シルトの単層である。遺物は土師器、瓦質土器の小片が極少量出土

したが、時期を明確に比定できるものはない。

S D212

2調査区北部のⅦ-14-9・ 10A地区、Ⅶ-14-8～ 10B地区で検出した。南北方向に伸び、
S D202・ S D204を 切り、S D205。 S D207・ 水田1011こ切られる。北側は調査区外に至る。検出

長18,Om、 幅4,4m、深さ0.2mを測る。埋土は10YR6/1褐灰色砂質シルトの単層である。調査区北

壁断面の観察によると、島畑101盛土のF層の上面に切り込み面が見られることから、島畑101の

初期段階の島畑に伴う水田を構成する溝と考えられる。追物は土師器、須恵器、瓦器、国産陶磁

器の小片が少量出土している。帰属時期は、出土遺物などから近世初頭以降に比定できる。

第 3面 (第 16図、図版六 )

第 3面は第 5層上面 (T,P,

+7.6m前後)で、古墳時代中

期～平安時代後期に比定さ

れる土坑 8基 (S K301～ S

K308)、 溝32条 (S D301～

S D332)、 小穴 2個 (SP
301・ S P302)を 検出した。

土坑 (SK)
S K301(第 15。 17図、図

版七)

2調査区北東部のⅦ一

14-9C地 区で検出した。
円形を呈するもので、検出部

分で東西径 1.07m、 南北径

1.lm、深さ0。 4mを測る。埋

土は半球形の断面形状に沿

つて 3層が堆積 している。

1層から土師器甕が口縁部

を下にした状態で出上して

いる。土師器甕 1点 (15)を

図化 した。15は 口縁部の一

0                    1m

第15図  2調査区 S K301平 断面図

ｐ」ｏ・丘ＷＨ、ぃ」Ｖ

TP4‐ 75m

ト

刊

２

３
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Π 久宝寺遺跡第30次調査(K H99-30)

蛇

く
、

土器 (17)

土 器

Ocm

第17図  2調査区 S K301出土遺物実測図

部を欠く以外は完存している。球形の体部に

緩やかに外反する口縁部が付 く。肩部に明瞭

な段を形成している。口径13.8cm、 器高21.8

cm、 体部最大径20.5cmを 測る。外面の器面調

整は口縁部ヨコナデ、体部は丁寧なナデを行

う。体部外面中位以下に煤が付着 している。

色調は赤褐色。形態的には類例の少ない器種

であるが、肩部に強いヨコナデにより段を形

成する等の特徴から奈良時代のものと推定さ

れる。

S K302(第 18・ 19図、図版七 。九)

2調査区北部のⅦ-14-9B地 区で検出し
た。S D313を 切っている。南北方向にやや長い

円形を呈するもので、長径1.3m、 短径1.13m、

深さ0.27mを測る。断面形状は逆台形を呈する。

埋土は3層 に分けられ、2層からは、平安時代前

期に比定される土師器皿・椀・鉢、石材が出土

している。5点 (16～ 20)を 図化した。16は土師器

皿である。口縁部の約1/4が残存している。復

元口径15.3cmを 測る。口縁部内外面はヨコナ

デ、底部外面はヘラ状工具の痕跡が認められる。 第19図  2調査区 S K302出土遺物実測図

色調は赤褐色。17・ 18は土師器椀である。残存率は17が 1/3、 18が1/2である。18の体部内外面には

ヘラミガキが施されている。色調は17が浅黄橙色、18が赤褐色で内面を中心に煤の付着が認めら

れ、廃棄後に火中したものと見られる。19は土師器大形鉢の口縁部である。復元口径27.Ocmを測

る。日縁部は「く」の字で、端部は内傾し小さな平坦面を作る。16～ 19の土器類は佐藤隆氏編年 (佐藤

1992)の平安時代 I期 (8世紀末～9世紀初)イこ比定される。20は平瓦片である。凹面に細かい布日、

″

'゙拇

T.P,1‐ 75m

１

２

　

３

0                 2m

10YR5/1褐 灰色粘上質シル ト
N秘
畏奔脚 質シルトブロック鱚じる)
2.5Y7/2灰黄色粘土質シルト

第18図  2調査区 S K302平断面図
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凸面には縦位に縄ロタタキが施されている。出

土遺物から、帰属時期は平安時代前期 (8世紀

末～9世紀初)が推定される。

S K303

2調査区西部のⅦ-14-10A地区で検出し
た。東部が S D319を切つている。円形を呈

するもので、長径0.6m、 短径0.6m、 深さ

0,4mを測る。埋土は10YR6/2灰黄褐色砂質シ

ルトの単層である。遺物は古墳時代後期と推

定される甕 1個体が出土している。

S K304(第 20・ 21図、図版九)

2調査区南部のⅦ-18-1」 区・Ⅶ-19-

lA地区で検出した。北部はS D325を切っ
ている。不整円形を呈するもので、東西幅

1.35m、 南北幅1,3m、 深さ0,48mを沢Jる 。

埋土は逆台形を呈する断面形状に沿って上層

の10YR6/2灰 黄褐色砂質シル トと下層の

10YR7/1灰白色粘土質シル トの 2層が堆積し

ている。遺物は上層・下層から平安時代後期

に比定される土師器甕 。椀、黒色土器椀が出

土している。 5点 (21～ 25)を図化した。21は

土師器甕の小破片である。口縁部が「く」の

字に屈曲する厚めの器壁を持つもので、口縁

端部は外傾 し、幅広の端面を形成している。

体部上半は強いヨコナデにより、明瞭な稜を

形成している。色調は淡赤褐色。胎土はやや

粗く、31m以下の長石・チヤートを多く含む。

22・ 23は土師器椀である。22は 1/2以上が残

単

0                  2m

10YR6/2灰 黄褐色砂質シル ト
10YR7/1灰 白色粘土質シル ト

2調査区  S K304平 断面図

6
■

が

ｆ
Ｏ
”
　
Ｆ
‐φ山
―‐
ｌ‐‐‐‐‐
‐】Ｆ

⑥

T P +7 5m

T P +7.5m

え｀
二花懃.θοj

１

２

一凶

第
④

0                           2「 ェI

―

―

ト
ト
ル
ト

ル
シ
ル

シ
質
シ

質
砂
質

砂
色
砂

色
褐
色

灰
黄
白

褐
灰
灰

１

２

３

崩壊 に よ り不 明

第21図  2調査区 S K304出土遺物実測図
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圧 久宝寺遺跡第30次調査 (K H99-30)

存している。国径15,Ocm、 器高5。 4cm、 高台径6.4cmを 測る。体部はや

や深めで、口縁部は端部付近で小さく外折している。高台は貼 り付け

高台で、ほぼ垂直方向に貼り付けられており、端部は尖る。色調は灰

白色である。23は高台部分である。完存しており、高台径6.3cm、 高台

高1.Ocmを測る。色調は灰白色である。24・ 25は黒色土器B類椀の小破

片である。口縁端部の形状は、九みを持って終わる24と端部内面に沈

線が廻る25がある。共に器面調整には横位のヘラミガキが行われてい

る。佐藤編年の平安時代Ⅲ期新段階(ll世紀前半)に比定される。

S K305(第 22・ 23図、図版七・九)

26

0          10cm

S K305
実測図

尋:魯急二:啓:革i:|うま与自i⑦
深さ0.32mを 測る。埋土については、

第22図の通 りである。遺物は古墳時

代後期前半に比定される土師器片、

須恵器杯蓋・杯身等が出土している。

そのうち埋土の最上部から出上した

須恵器 2点 (26・ 27)を 図化した。26

は杯蓋で、約1/2が残存している。口

径15.lcm、 器高5。 2cm、 稜径14.9cmを

測る。天丼部が高 く丸みを持つもの

で、口縁部は鈍い稜から下外方に長

く伸びて口縁部端面内側に沈線を廻

らす。色調は淡灰色。27は杯身で、

1/2以上が残存している。口径13.Ocm、

器高5.lcm、 受部径 15。 8cmを測る。や

や深めで平坦な底部から、受部はや

や斜上方に伸びる。立ち上がりは内

傾して伸びた後、直立するもので端

部内側に明瞭な段を形成している。

色調は淡灰青色。田辺編年のM T15

型式(6世紀前半)に比定される。

S K306

2調査区南部のⅦ-19-lA・ B地

区で検出した。南北方向に長い楕円形を呈するもので、長径5。 98m、 短径1.6m、 深さ0.27mを

測る。埋土は上層の 1層・ 2層が砂質シルト～極細粒砂で、下部の 3層は極細粒砂～中粒砂に砂

質シルトがブロックに入る層相を呈している。遺物は出土していない。

躯

勘

調

土

２

出

図２一界

＼

゛

ど

・

ヽ

TP.+7_Om

2m

1 10YR5/2灰 黄褐色粘土資シル ト
2 2 5GY7/1明 オリーブ灰色粘土資シル トと
2 5GY7/4浅黄色極細粒砂のブロック
G N6/0灰色粘土質シル トと
N7/0灰 白色極細粒砂のブロック

第24図  2調 査区  S K308平 断面図

-301-



S K307

2調査区南東部のⅦ-19-lB地 区で検出した。 S K306の東に接 している。やや不整の楕円
形を呈するもので、長径2.2m、 短径1.8m、 深さ0.16mを測る。埋土は逆台形を呈する断面形状

に沿って、下位から2.5GY7/1明オリーブ灰色砂質シル ト・10YR6/1褐灰色砂質シル トの 2層が堆

積している。遺物は出土していない。

S K308

2調査区南部のⅦ-19-lA地 区で検出した。 S D322を 切っている。不整形を呈するもので、
東西幅2.15m、 南北幅1.8m、 深さ0,79mを 測る。埋土は第24図 の通 りであるが、上層を除いて

ブロックを含み不均質であるため、掘削後の比較的早い段階で埋戻 しが行われたと考えられる。

遺物は出上していない。

第4表  2調査区 第3面溝(SD)法量表

遺構名 地   区 全長
(検出長 )

幅 深 さ 埋 土 出土遺物

S D302 Ⅶ-14-8,9B 4.5 0.80 0.12 10YR5/1褐灰色砂質シル ト 土師器・須恵器

S D303 Ⅶ-14-8B、 9A・B 0。30-0.70 0.12 土師器・須恵器

S D304 Ⅶ-14-9C 0.40^-0.55 0.08 須恵器

S D305 0.8 0.15 0.05 土師器

S D306 Ⅶ-14-9B・C 9.0 0,75^-1.00 土師器・須恵器(40)

S D307 0.20-0.35 0,05 2.5GY7/1明 オリーブ灰色砂質シルト

S D308 0.30-0.45 0.06 10YR6/1褐灰色砂質シルト 土師器・須恵器

S D309 Ⅶ-14-9・ 10B、 9C つ
々 0.35^ヤ 0.45 0.09 土師器・須恵器

S D310 8.0 0.30-0.54 0.08 土師器・須恵器

S D311 Ⅶ-14-9B,C 3.0 0.35^-0.55 2.5GY7/1明 オリーブ灰色砂質シルト 土師器・須恵器

S D312 Ⅶ-14-9B 0.35^ヤ 0,40 10YR6/1褐灰色砂質シルト

S D313 0.25～ 0.40 0.06 2.5GY7/1明 オリーブ灰色砂質シルト

S D314 0.25～ 0。35 0.10 10YR6/14rs灰色砂質シルト 土師器・須恵器

S D315 Ⅶ-14-9B、 10A・B 0.20～ 0,35

S D316 Ⅶ-14-10A 4.1 0.20-0.30

S D317 タ 0.15^ヤ 0.20
Ａ
υ

S D318 0.45^-0.60 つ
々 ク 土師器・須恵器

S D319 Ⅶ-14-10A・ B、 19-lB 0.30-0.55 0.06 須恵器

S D320 Ⅶ-14-10A ７
‘ 0.35-ヤ 0.60 0.09 土師器,須恵器・瓦器

S D321 Ⅶ-14-10B 0.25 0.08

S D322 Ⅷ-14-10A・ B、 19-lA 14.0 0。40 土師器・須恵器

S D323 Ⅶ-14-10B 0.35～ 0.45 土師器・須恵器

S D324 Ⅷ 14-10A、 19-lA・B 10.2 0.25^-0.40 土師器・須恵器

S D325
Ⅶ-14-10A、 18-1」

19-lA
0。 35^ψ O.65 0.16

土師器・須恵器

(37・ 38)

S D326 Ⅶ-19-lA 7.0 0.25^-0.75 0.09

上層■OYR6/1褐灰色砂質シル ト

下層:2.5GY7/1明 オリーブ灰色砂質

シルト

土師器・須恵器

S D327 Ⅶ-14-10A、 19-1於 9,0 0.25-0,40 0.12 10YR6/1褐灰色砂質シルト 土師器・須恵器(39)

S D328 Ⅶ-19-lA ■8 0.25 0.03 土師器・須恵器

S D329 6.8 0.25-0.75 須恵器

S D330 ク ■0 0.2-0.4 0.04

S D331 4.5 0.07 土師器

S D332
Ⅷ-18-lJ

Ⅷ-19-lB
14,7 0.07
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溝 (SD)

総数で32条 (S D 301～ S D332)を検出した。やや

規模の大きいS D301・ S D306・ S D332を 除けば幅

0。 2～ 0.8m、 深さ0.05～ 0,18m程度の小溝が大半で

ある。これらの溝を構築方向で区別すれば、北東一

南西方向に伸びるも(S D303・ S D307～ S D310・

S D314・ S D315。 S D317。 S D318・ S D322・ S

D325。 S D331)、 南北方向に伸びるもの(S D316。

S D326・ S D 327)、 北西―南東方向に伸びるもの

(S D302・ S D305。 S D311～ S D313・ S D319・

S D 321・ S D328～ S D330)、 東西方向に伸びるも

の (S D304・ S D320。 S D323・ S D324)に 区別さ

れる。これらの小溝の性格としては、出土遺物が多

から時期が推定できるものは、 S D306

が奈良時代前期、S D320。 S D 323。 S

D328が平安時代後期に比定される。な

お、S D 301以外の各溝の法量・埋土・

出土遺物については第 2表で示した。

S D301(第 25図、図版九・一〇)

2調査区北西部のⅦ-14-8A・ B

区、Ⅶ-14-9A地 区で検出した。一
部、 S D302に切られている。北東一南

西方向に伸びるもので、検出長7.7m、

幅1.4～ 3.Omを 測る。埋土は皿状を呈

する断面形状に沿って、上層の2.5GY7/1

明オリーブ灰色砂質シル トと下層の

2.5GY8/1灰 白色極細粒砂の 2層が堆積

している。遺物は上層を中心に古墳時

代中期に比定される土器が出上してお

り、南西部で土師器壼・高杯等からな

る土器集積を検出した。出土遺物のう

ち9点 (28～ 36)を 図化した。28は土師

器広口壺の小破片である。復元口径

13.5cmを 測る。29～ 31は土師器直口壼

で、 3点 ともに完形に復元が可能であ

る。球形の体部に口縁部が斜上方に伸

Ⅱ 久宝寺遺跡第30次調査 (K H99-30)

写真 2 2調査区 S D301土器集積検出状況
(南東から)

〕               10cm

第25図
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びる29。 30と 扁球形の体部から口縁部が斜上方に開き気味に伸びる31がある。器面外面の調整は

29。 31の底部付近に板ナデおよびケズリを施す以外は、ナデにより平滑にされている。法量は29

が口径11,4cm、 器高19.5cm、 体部最大径13.8cm、 30が口径10。 9cm、器高14.5cm、 体部最大径14.6cm、

31が口径13.5cm、 器高16.lcm、 体部最大径16.5cmを測る。色調は29。 30が浅黄褐色、31が赤褐色～

褐灰色である。胎上には 3 11Hl以下の長石が散見される。土師器高杯は4点 (32～ 35)を 図化した。

いずれも図上で完形に復元できる。 4点共に有稜高杯であるが、稜が明瞭なものは32・ 33で34・

35は稜部分に九みを持つ。脚部は屈折して開く小形のもので、34に はスカシ孔が 1個穿たれてい

る。器面調整では、杯体部外面にヘラケズリを行う34、 杯部内外面にハケを多用する35がある。

色調は32・ 33・ 35が赤褐色、34が白灰色である。胎土中に2 4Hl以下の長石・チヤートが散見され

る。36は須恵器小形鉢の小破片である。復元口径8.5cmを測る。体部に波状文が施文されている。

外面に灰かぶりが認められる。田辺編年のT K216型式 (5世紀前半)に比定される。出土遺物の

帰属時期としては、古墳時代前期後半(4世紀後半)～中期前半(5世紀前半)に比定される。

2調査区 第 3面清出土遺物 (第26図、図版一〇)
S D 306(40)、 S D325(37・ 38)、 S D327(39)出土の4点を図化した。37は須恵器杯蓋の小破

片である。復元口径ll.8cmを測る。外面に灰かぶりが認められる。色調は淡青灰色。田辺編年の

T K208型式 (5世紀中葉)前後のものか。38は須恵器杯身の小破片である。受部が斜上方に短く

伸びるものである。焼成がやや不良で、色調は灰白色を呈する。田辺編年のM T15型式 (6世紀

前半)に比定される。39は須恵器甕の小破片である。口縁部は垂下拡張するもので、端部は外傾

し幅広の面を形成している。口縁部外面に黒色釉が施釉されている。田辺編年のMT15型式 (6
世紀前半)に比定される。40は敲石である。片端部を欠く。残存部分で長さ10,3cm、 幅6.2cm、 重

さ510gを測る。端面は敲打により潰れ、凹凸面を形成している。石材は和泉砂岩である。

圧 ≡ ≧ 土 三 二 137

戎8

0           1ocm

第26図  2調査区 第 3
/Jヽ穴 (SP)

小穴は 2個 (S P301・ S P302)検出した。2個 ともに小溝付近で検出されており、小溝と同様、

生産域に関連した遺構の可能性がある。法量・埋土等については、第 5表で示した。
第5表  2調査区 第3面小穴(SP)法量表(単位m)

遺構名 地   区 平面形 長径 短径 深 さ 埋 土 出上遺物

S P301 Ⅶ 14-9C 円形 0.53'大」ヒ 0.18以上 10YR6/1褐灰色砂質シルト

S P302 VIl-14-10A 円形 0.41 0.33 0.09

⑬
面溝出土遺物実測図
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E 久宝寺遺跡第30次調査 (K H99-30)

遺構に伴わない出土遺物

2調査区 第 4層出土遺物 (第27図、図版二 )
第 4層出土の 7点 (41～ 47)を 図化した。古墳時代中期～奈良時代の遺物が含まれている。41～

43は土師器甕の小破片である。口縁部の形状は「く」の字に外反する41、 「くJの字に屈曲する

屈曲部内面に幅広の面を有する42、 受口状口縁を有する43がある。44は須恵器有蓋高杯蓋の小破

片である。つまみ部分は上部が窪む形態で、つまみ下幅2.4cm、 つまみ上幅3.2cm、 つまみ高0,8

cmを 測る。帰属時期は 5世紀後半。45は須恵器杯身の小破片である。色調は淡灰青色。田辺編年

のT K10型式 (6世紀中葉)に比定される。46は高台を有する壼の小破片である。 8世紀代に比定

される。47は須恵器甕の小破片である。口縁部は垂下し、外傾する端面を形成している。口顕部

外面に黒色釉が施釉されている。田辺編年のM T15型式 (6世紀前半)に比定される。

2調査区 第 5層出土遺物 (第28図、図版一―)
第 5層出上の 5点 (48～ 52)を 図化した。48は土師器小形壷で、図上で完形に復元が可能である。

球形の体部を持つもので、体部最大径が口径を凌駕している。口径8.4cm、 器高9,4cm、 体部最大

径9.5硼 を測る。体部外面の器面調整はハケを多用している。 5世紀代のものか。49は弥生土器

高杯である。鉢状の杯部を持つもので、口縁部を欠く。脚部は中実で、直線的に伸びる柱状部か

ら裾部が小さく開く。脚部法量は脚部高7.1

cm、 裾部径4,7cmを 測る。色調は褐灰色。生

駒西麓産。弥生時代後期前半に比定される。

50～ 52は須恵器である。50は杯蓋および有

蓋高杯蓋と推定される。1″が残存している。

口径12.Ocm、 器高3.5cm、 稜径11,7cmを 測る。

低い天丼部から稜が大きく張 り出すもので、

口縁部は下外方に直線的に伸び、端部に水

平な面を持つ。色調は淡灰青色～灰紫色。

外面全体に灰かぶ りが認められる。田辺編

年のT K73型式 (5世紀前半)に比定される。

51は杯蓋である。3/4以上が残存 している。

高 く丸みのある天丼部を持つもので、稜は

鈍 く口縁部は垂直方向に伸び、口縁端部内

面に段を形成する。口径14.4cm、 器高5,Ocm、

稜径14.Ocmを測る。色調は淡灰色。田辺編

年のT K10型式 (6世紀中葉)|こ比定される。

52は須恵器杯身で完形品である。口径12.0

cm、 器高4.6cm、 受部径14.4cmを 測る。深 く

丸みを持つ底体部から、受部は斜上方に短

く伸びる。色調は灰白色。底体部外面に灰

かぶ りが認められる。田辺編年のT K10型

式 (6世紀中葉)に比定される。

~44

41

＼＼＼
[≧
=三
≧≦!::::4`'1:

朴弗

第27図  2調査区 第 4層出土遺物実測図

第28図  2調査区
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土早 まとめ

今回の久宝寺遺跡第30次調査は、約700m離れた 2箇所の調査区で実施したので、 1調査区
と2調査区に分けて調査成果を概観し、周辺の既往調査の成果を踏まえて若干の知見を述べて

ゆく。

・30-1調査区

1調査区では、古墳時代後期の土坑と溝を検出した。同時期の遺構は北側に隣接する第23次調

査 l調査区では、溝が検出されており、建築部材と見られる木製品・須恵器が出土している。こ

の須恵器は、土坑埋土から出土した須恵器と同じ6世紀前半のものである。調査面積が狭く、住

居跡といった直接的に居住域に伴う遺構は検出されていないが、 1調査区周辺に当該時期の居住
域があったと考えられる。また、 1調査区の南側約100mの府センターによる竜華東西線に伴う

調査区(7区 )では、 6世紀中葉の須恵器を主体とする遺物の集積が検出され、 6世紀後半の遺物

を伴う竪穴住居が検出されている。これらのことから、 1調査区から南側にかけて古墳時代後期

(6世紀代)の居住域があったと考えられる。

1調査区の南西側約250m地点を中心とする、第25次 2・ 3調査区、第36次 1調査区、第37次

1調査区では、古墳時代後期の水田が検出されており、 1調査区から南側にかけての居住域に伴

う生産域であったと考えられる。

・30-2調査区
2調査区では、 3面で遺構・遺物の検出を行った。その結果、古墳時代中期～近代に至る遺

構 。遺物を検出した。

第 1面では、島畑 2基と島畑を囲む水田 l筆、これに伴う農耕用井戸・唐鋤溝・小穴など生産

に関わる遺構を検出した。 2調査区周辺で実施された第23次調査や第24次調査においても、近世

初頭以降は生産域としての土地利用が行われており、中河内地域で特有の「半田」と呼ばれる田

畑混在の耕地形態が付近一帯に展開していたようである。これらの生産域に見られる田畑混在の

耕地形態は、「久宝寺木綿」に代表される綿花栽培に対応したもので、島畑部分で綿を栽培し、

水田部分で稲の一毛作が行われたようである。

第 2面では、中世末期～近世初頭に比定される土坑・溝を検出した。小溝については、島畑

101構築以降の唐鋤溝で、規模の大きいS D204・ S D212については、島畑101構築土坑等も検出

しているが、各遺構からの出土遺物は小片が大半で量的にも少ないことから、第 1面 と同様に生

産域に関連した遺構群と考えられる。なお、現況の地図上から推定される渋川郡条里の復元にお

いては、調査地付近を境として南北軸の角度が異なることが確認できる。渋川郡全域の条里区画

(以下、条里区画Aと 呼称)では、南北軸は座標北より5° 程度西に振っているが、調査区付近

から北側で確認された条里区画 (以下、条里区画Bと呼称)では南北軸が座標北から30° 程度東に

振って区画されていることが半Jる。既往の調査においては、条里区画Bに規制された土地利用が

奈良時代に遡ることが確認されており、第 2面で検出した中世末期に比定されるS D204、 近世

初頭に比定されるS D212も 、条里区画Bに沿って構築されている。 S D204については、条里区

第 3
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Ⅱ 久宝寺遺跡第30次調査(K H99-30)

画Bの最南端の里境に対応する可能性が高い。これらのことは、同じ渋川郡内において部分的に

異なる基準軸に沿った条里区割による土地利用がなされていたことを可視的に示している。

第3面では古墳時代中期～平安時代後期に比定される土坑・溝を検出した。古墳時代中期・後

期に比定できる小溝については、殆どが耕作に伴う溝と推測され、当該時期においては概ね生産

域としての土地利用が窺われる。ただし、S D301の ように上器集積を伴い、小溝より規模が大

きいものや、S K301の ように上師器甕を倒位に埋置しているものも見られ、2調査区周辺の当

該時期の様相を明らかにするためには、周辺における調査に伴う資料の増加を待ち、検討する必

要があろう。

言主言己

註 1 第23次調査の調査成果については、本書掲載。

註 2 西村歩・奥村茂輝・辻本裕也 2004「久宝寺遺跡・竜華地区発掘調査報告書Ⅵ一大阪竜華都市拠点地区

竜華東西線建設に伴う発掘調査一」『(財 )大阪府文化財センター調査報告書第■8集』 (財 )大阪府文化財

センター

註3 坪田真―・原田昌則 2006「 I 久宝寺遺跡第25次調査」『(財 )人尾市文化財調査研究会報告88」 (財 )人

尾市文化財調査研究会

原田昌則・坪田真- 2004「 Ⅱ 久宝寺遺跡第36次調査」F(財)人尾市文化財調査研究会報告77』 (財 )人

尾市文化財調査研究会

原田昌則・金親満夫他 2004「 Ⅲ 久宝寺遺跡第37次調査」『(財 )人尾市文化財調査研究会報告77』 (財 )
人尾市文化財調査研究会
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1調査区から西方を望む(東から)

1調査区 西部検出状況 (北から)

1調査区 西壁地層断面 (北から)
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1調査区 東部検出状況 (北から)

1調査区 S K101検 出状況 (南から)

調査風景 (東から)
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2調査区 第 1面 (上が北 )



一笠

黙路

●
＼

2調査区 第 1面 北部遺構検出状況 (南東から)

|卜
.

＼＼＼|
 ヽ ＼

ヽヽ

図
版
四

（２
調
査
区
）

|＼ ＼

一疹

〓

一
輯

・一
一
・

一・
・・
一．

一■
〓
■
≡
■
●
一

一Ｉ
ヤ
イエ

壌
麟

〓
キ
４■
ｋ
ヽ
■

、
一　

　

一
　

″

一一
一
一一
一一・・一
・一
一
一‐一一
一

2調査区 第 1面 南部遺構検出状況 (東から)



図
版
五

（２
調
査
区
）

S芦盤語
|■ ||,11t

辟一=一
‐一 ~~下‐歩

S E102検 出状況 (東から)

t

キ
ぉ 丁(騨

や要fで 零
印

平

碑，
十Ｌ

磨
芦

↓れ
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2調査区 第 3面 遺構検出状況 (上が北 )
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2調査区 S K301検出状況 (南から)

2調査区 S K302検出状況 (南から)

2調査区 S K305検出状況 (南から)
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1調査区 S K101(2・ 3)、 2調査区畦畔101盛土内(5～ 11)、 S D105(12)、 S K202(14)出 土遺物
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2調査区  S K301(15)、 S K302(17。 18。 20)、 S K304(21・ 22)、 S K305(26。 27)、 S D301(28～ 30)

出土遺物
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2調査区 S D 301(31～ 36)、 S D306(40)出土遺物
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第 5層 (48・ 49・ 50～52)出土遺物2調査区 第 4層 (41・ 42・ 44・ 46・ 47)、



久宝寺遺跡第39次調査(K H2001-39)。

第51次調査(KH2003-51)



例

1.本書は、大阪府八尾市大字亀井他 (平成16年 2月 23日実施の町名地番改正に伴い、現住所で

は龍華町 2丁目)で計画された大阪竜華都市拠点地区内で、平成13年度、平成15年度に実施

した大阪竜華都市拠点地区雨水貯留施設送排水管築造工事に伴う発掘調査報告書である。

1。 本書で報告する久宝寺遺跡第39次調査(K H2001-39)、 第51次調査 (K H2003-51)の発掘調

査の業務は、八尾市教育委員会の指示書に基づき、財団法人八尾市文化財調査研究会が都市

基盤整備公団関西支社 (現 独立行政法人都市再生機構西日本支社)か ら委託を受けて実施し
たものである。

1.現地調査は第39次調査が平成14年 1月 22日 ～平成14年 9月 30日 にかけて原田昌則・成海佳

子・樋口めぐみ 。二官 (旧姓金親)満夫 (現 宮崎県教育委員会)、 第51次が平成15年 6月 10日
～平成15年 7月 31日 にかけて二宮が担当した。調査面積は第39次調査が668。 11♂、第51次調

査が76。8♂である。現地調査においては、第39次調査一伊藤静江・岩沢玲子・垣内洋平 。加

藤邦枝・川村一吉・北原清子・竹田貴子・田島宣子・永井律子 。中村百合 。村井俊子・村田

知子・山内千恵子・吉川一栄・若林久美子、第51次調査―垣内・加藤・村井 。村田 。吉川が

参加した。

1.整理業務は、平成15年 12月 1日 ～平成18年 2月 28日 に実施した。
1.本書作成に関わる業務は、遺物実測―伊藤・岩沢・加藤・北原・竹田・田島 。永井 。中村・

村井・村田・吉川一栄 。若林久美子、図面 トレースー山内、図面レイアウトー原田、遺物写

真―垣内が行った。

1.本書の執筆・編集は、調査終了幸R告書および調査担当者との検討を基にして原田が行った。
1。 現地調査の実施および整理業務においては、以下の方々からの協力を受けた。

独立行政法人都市再生機構西日本支社、大旺建設 (株 )

1.基準点測量は下記の機関に委託した。

(株)ジェクト

1.出土鉄器の保存処理については下記の諸機関に委託した。
パリノ・サーヴェイ(株 )

1。 本書で記述した古墳時代初頭～前期の上器形式と時期概念は、古墳時代初頭前半・後半 (庄

内式―古相・新相 )、 古墳時代前期前半～後半 (布留式一古相～新相)に区別した。当該期の

土器編年は(財 )八尾市文化財調査研究会報告37(原田1993)に従った。

1.土器の形式・編年および検出遺構で参考とした文献については、357頁に提示した。
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久宝寺遺跡第39・ 51次調査(K H2001-39・ 2003-51)

立早
Ⅲ
御に至る経過

久宝寺遺跡は、旧大和川の主流であった長瀬川とその支流の平野川に挟まれた三角州上の微高

地に位置する縄文時代晩期～近世に至る複合遺跡である。現在の行政区画では八尾市西部の北久

宝寺 。久宝寺・西久宝寺・南久宝寺・神武町・龍華町・北亀井町・渋川町の東西約1.7km、 南北

約1.4kmがその範囲とされている。

久宝寺遺跡の発見の契機は、1935年 (昭和10年 )に入尾市久宝寺 5丁目で行われた道路工事中に

船の残片とともに、弥生時代中期～古墳時代に至る遺物が発見されたことによるが、断片的な資

料であり、長らく遺跡の実体は不明であつた。昭和40年代後半には、遺跡の西部を南北に縦断す
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る近畿自動車道の計画に伴い、1973～ 1974年 (昭和48～ 49年 )に試掘調査が実施された結果、弥生

時代～中世に至る遺構 。遺物が重層的に広範囲にわたって検出され、当遺跡が複合遺跡であるこ

とが確認された。これらの試掘結果をもとに、昭和57年以降は (財)大阪文化財センター(現

(財)大阪府文化財センター)に より近畿自動車道建設予定地での発掘調査 〔久宝寺北 (その 1～

3)・ 久宝寺南 (その 1～ 3)・ 亀井北 (その 1)〕 が実施された。

調査の結果、弥生時代～中世に至る遺構・遺物が多量に検出されている。なかでも、古墳時代

初頭の準構造船の発見は、内海の河内湖南岸に近接した久宝寺遺跡が湾津的な役割を果たした集

落であったことを示す資料として注目される。この調査以降も遺跡内で断続的に発掘調査が行わ

れており、八尾市北亀井町 3丁目で行われた第 9次調査 (K H91-9)で は、古墳時代前期 (布留

式期古相)の 2棟の住居内から重圏文鏡と素文鏡が出上したほか、近接する地点からは方墳 2基

と墳丘長35mを測る前方後方墳 1基が検出されている。前方後方墳からは、複合口縁壺形と直口

壷形の2種類の壼形埴輪が検出されており、中河内地域における古墳文化受容期の在り方を知る

上で貴重である。また、八尾市神武町で行われた第18次調査 (K H94-18)で は、朝鮮半島の南部

に淵源を持つ炉形土器・軟質両耳甕が出土しており、隣接する大阪市の加美追跡で検出された加

美 1号方形周溝墓出土の朝鮮半島三国時代初頭の陶質土器とともに、渡来系集団の集落が古墳時

代初頭に存在したことが明らかになった。この様に、久宝寺遺跡では、特に古墳時代初頭～前期

を中ッとヽとして、広範囲にわたって数多くの集落が形成されたことが知られている。

今回、久宝寺遺跡第39次調査を実施した竜華操車場跡地内では、昭和63年度に入尾市荻育委員

会による試掘調査を晴矢として、人尾市教育委員会、 (財 )大阪府文化財調査研究センター(平成

14年 4月 以降 大阪府文化財センター)、 (財 )八尾市文化財調査研究会により継続的に発掘調査
が実施されており、特に平成 9年度以降は人尾都市計画事業大阪竜華都市拠点土地区画整理事業

に伴う基盤整備に関連した発掘調査が随所で行われてきた。

今回調査を実施した第39次調査、第51次調査地の周辺では、北側には古墳時代中期の堰が検出

された95-8・ 9ト レンチ、96-1ト レンチ、97-1ト レンチ、第20次調査(K H96-20)、 東側

には横穴式石室を主体部に持つ七ッ門古墳 (6世紀中葉)が検出された98-1ト レンチ、西側には

古墳時代前期前半 (布留式古相)に比定される久宝寺 1号墳が検出された多目的広場の調査が隣

接しており、第39次調査の南端は第24次調査 (K H98-24)の 4調査区と一部重複している。

第 2章 調査概要
第 1節 調査の方法と経過
今回の発掘調査は、旧国鉄の竜華操車場跡地とその周辺で計画された人尾都市計画事業大阪竜

華都市拠点土地区画整理事業に伴うもので、平成 9年度以降、基盤整備事業の一環として、道路

部分および公共施設を中心とした発掘調査が継続して実施されている。

今回報告する第39次調査 。第51次調査は大阪竜華都市拠点地区雨水貯留施設送排水管の布設工

事に伴うもので、総調査面積は698.51♂ を測る。第39次調査対象地は管布設部分の開削部分と立

-310-



Ⅲ 久宝寺遺跡第39・ 51次調査 (K H2001-39・ 2003-51)
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第2図 調査区設定図(1/1000)

坑部分の人孔部に分かれていたため調査では6箇所 (2区～ 7区 )に区別した。第51次調査は、第

39次調査の 2区から西方の(財 )大阪府文化財センターが発掘調査を実施した多目的広場を繋ぐ

9.Omで、この部分については 1区 と呼称した。各調査区の規模等は下記の表にまとめた。

調査に際しては、追跡範囲確認調査の結果から、現地表下1.5m前後を機械掘削とし、以下 3

～4mについては人力掘削を行い遺構 。遺物の検出に努めた。その結果、縄文時代晩期～近世に

至る遺構・遺物を検出した。

地区割については、平成 9年度以降継続する調査に対応する為に、竜華操車場跡地全域を含む

地域を東西 2km、 南北 lkmについて、国土座標第Ⅵ系を基準として設定した大区画・中区画・
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小区画を使用した。大区画は500m四方で全体を8区 (I～Ⅷ)に区画し、北西隅の区画をIと し

南東隅をⅧと呼称した。中区画は大区画を100m単位に25区 (1～ 25)に区画し、北西隅の区画を

1と し南東隅を25と 呼称した。小区画は中区画を10m単位に区画し、地区の呼称については、東

西方向はアルファベット(西からA～ J)、 南北方向は算用数字 (北から1～ 10)で示し、 lA区 ～

10」 区とした。また地点表示は、中区画北西隅を起点として東西値 (XO～ X100)、 南北値(Y0
～Y100)で表記した。遺構番号については、報告書作成段階に各調査区の調査面を統一した後、

1区から順番に通し番号を付けた。遺構名は、遺構略号の後に面番号を付与し、 3桁の遺構番号

と合わせて表記した。〔凡例 S K101〕

第 1表 調査区一覧表          ~
地区名 調査区名 (略号) 面積(浦 ) 調 査 期 間 担 当 者
1区 第51次調査 (K H2003-51) 30.4 平成15年 6月 10日 ～平成15年 7月 31日 金親

2区 第39次調査 (K H2001-39) 192.0 平成14年 4月 19日 ～平成14年 7月 9日 原 田

3区 第39次調査 (K H2001-39) 92.11 平成14年 2月 19日 ～平成14年 6月 5日 原 田 成海

4区 第39次調査 (K H2001-39) 154.5 平成14年 3月 18日 ～平成14年 6月 5日 成海

5区 第39次調査 (K H2001-39) 171.0 平成14年 7月 1日 ～平成14年 9月 26日 樋 口

6区 第39次調査 (K H2001-39) 32.5 平成14年 6月 28日 ～平成14年 8月 21日 金親

7区 第39次調査 (K H2001-39) 26.0 平成14年 5月 31日 ～平成14年 7月 1日 樋口

第 2節 基本層序
調査区のうち東西方向に長い 1区・ 2区 。3区北部・7区については北壁、南北方向に長い 3

区～ 6区については東壁の地層を、層相から39層 に分類し、基本層序 (第 0層 ～第38層 )と した。

ただ、 3区南部から4区については一部が (財 )大阪府文化財センター調査 (98-2ト レンチ)
と重複するため、第14層迄の地層が不明である。

第 0層 :竜華操車場建設時の盛土。現地表面の標高はT.P.+8.7～ 9。 lm。

第 1層 :2.5GY8/1灰 白色～2.5GY7/1明 オリーブ灰色砂質シルト。マンガン斑が顕著。層厚0.05

～0。25m。 1～ 3・ 5区で検出。

第 2層 :2.5GY7/1明 オリーブ灰色～10YR6/3にぶい黄橙色シルト質粘土～砂質シルト。層厚

0.05～ 0.35m。 古墳時代中期～中世の遺物を含む。 l～ 3区・ 5区で検出。 1・ 5・

6区では上面が第 1面検出面。

第 3層 :N7/0灰白色～5Y5/1灰色砂質シルト～細粒砂。マンガン斑が顕者。層厚0.07～ 0.53m。

上面が第 1面検出面。 1～ 3区・ 5区で検出。

第 4層 :5Y5/1灰色砂質シルト～細粒砂。層厚0.05～ 0.23m。 上面が第 2面検出面。 1～ 3

区 。5区で検出。

第 5層 :10GY8/1明緑灰色～10Y3/1オ リーブ黒色粘土質シルト。層厚0.07～0.23m。 1・ 2区

で検出。

第 6層 :M/0灰色～10Y2/1黒色シルト質粘土～シルト。植物遺体のラミナ。層厚0.04～ 0。38m。

上面が第 3面で提えた堰301、 N R301の検出面。 l～ 3区で検出。

第 7層 :N8/0灰白色～10YR6/31こぶい黄橙色細粒砂～中礫。河川地積層。第 7-1層 ～第7-
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S D127

P+300m

7 00rn

S D201

6 00m

5 00rn

4 00m

S D206S D122

K102 s P101 S D102

N R701

O 盛土
1 2 5GY3/1灰白色～2 5GY7/1明 オリーブ灰色砂質シル ト
2 2 5GY7/1明 オリーブ灰色～10YR6/3に ぶい黄橙色シル ト質粘土

～砂質シル ト

3 N7/0灰 白色～5Y5/1灰 色砂質シル ト～細粒砂
4 5Y5/1灰 色砂資シル ト～細粒砂
5 10GY8/1明緑灰色～10Y3/1オ リーブ黒色粘土質シル ト
6 N4/0灰 色～10Y2/1黒 色シル ト質粘土～シル ト
7-1 7 5GY7/1明 緑灰色シル ト質粘土
7-2 N3/0灰 白色中粒砂～細礫
7-3 N8/0灰 白色中粒砂～中礫
7-4 10GY3/1明 緑灰色細粒砂
3 2 5GY5/1オ リーブ灰色～10Y2/1黒 色シル ト～極細粒砂
9 N4/0灰 色～5B3/1暗 青灰色粘土質シル ト～砂質シル ト

S D104 S D106

10 5Y8/4淡黄色極細粒砂～極粗粒砂
11 5GY6/1緑灰色～5GY3/1暗 オリーブ灰色粘土質ンル ト
12 5GY5/1緑灰色粘土
13 10YR4/1褐灰色粘土
14 10BG5/1青灰色～10BG3/1暗 青灰色粘土質シル ト～シル ト
15 10BG4/1暗青灰色～10Y3/1オ リーブ黒色粘土～ンル ト
16 5G4/1暗緑灰色～10Y2/1黒 色粘土～シル ト
17 1 0GY8/1明 緑灰色～N2/0黒 色粘土～粗粒砂混シル ト質粘土

18 N7/0灰 白色～10GY7/1明 緑灰色極細粒砂～粗粒砂
19 2 5GY8/1灰白色～10GY6/1緑 灰色極細粒砂～極粗粒砂
20 10GYG/1緑灰色粘土
21 10GY8/1明緑灰色～5G4/1暗 緑灰色粘土～シル ト
22 N5/0灰 色～5BG4/1暗 青灰色粘土～シル ト
23 10YR3/1黒褐色粘土質シル ト～シル ト

第 3図  1～ 3区北壁断面図

N R 201

① 5Y8/3淡責色極細粒砂
② 25GY8/1灰白色極細粒砂
③ 25GY7/1明オリーブ灰色極細粒砂
④ 5Y7/3浅黄色極細粒砂
⑤ 25Y8/4淡黄色粗粒砂～細礫
⑥ 5Y3/3淡責色極細粒砂
⑦ 10GY5/1緑 灰色シルト (10YR6/6明 責褐色中粒砂のブロック)

③ N4/0灰色シルト (10GY3/1明 緑灰色シルトのブロック)

③ 10YR6/4に ぶい責橙色細粒砂～粗粒秒

⑩ N8/0灰白色細粒砂
① 25GY8/1灰白色細粒砂～中粒砂
⑫ 25Y3/4淡責灰色中粒砂～粗粒砂 (粘上のブロック)
① 25GY3/1灰白色極細粒砂
① 25GY8/1灰白色細粒砂～中礫 (粘上、流木)(抗芯)
⑮ 25GY8/1灰白色極細粒砂 (ラ ミナ)
⑩ 10GY7/1明 緑灰色極細粒砂

① N8/0灰白色細粒砂～細礫
① 75GY7/1明緑灰色極細粒砂
⑩ 10GY8/1明 緑灰色細粒砂～細礫
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盛土

2 5GY3/1灰白色～2 5GY7/1明オリープ灰色砂質シル ト

2 5GY7/1明オリーブ灰色～10YR6/3に ぶい黄橙色ンル ト質粘土

～砂質シル ト

3 N7/0灰白色～5Y5/1灰 色砂質ンル ト～細粒砂
4 5Y5/1灰 色砂質シル ト～細粒砂
5 10GY8/1明緑灰色～10Y3/1オ リープ黒色粘主質シル ト

6 N4/0灰色～10Y2/1黒 色ンル ト質粘土～シル ト
7-可  7 5GY7/1明 緑灰色シル ト質粘土

7-3 N8/0灰 白色中粒砂～中礫
7-5 75Y6/1灰 色網粒砂
7-6 7 5YR4/3に ぶい赤褐色中粒砂～極粗粒砂

7-7 25Y5/2灰 責色中粒砂～細礫

14 10BG5/1青灰色～10BG3/1暗 青灰色粘土質シル ト～シル ト
15 10BG4/1暗育灰色～10Y3/1オ リープ黒色粘土～シル ト
16 5G4/1晴緑灰色～10Y2/1黒 色粘土～シル ト
17 108Y8/1明 緑灰色～N2/0黒色粘土～粗粒砂混シル ト質瑞土

19 2 5GY8/1灰白色～10GY6/1緑 灰色極組粒砂～極糧粒砂
20 10GY6/1緑灰色粘土
21 10GY3/1明緑灰色～5G4/1暗 緑灰色粘土～シル ト
22 N5/0灰色～53G4/1暗青灰色粘土～シル ト
23 10YR3/1黒禍色粘土質シル ト～シル ト
24 25Y3/1黒褐色極細粒砂混粘土質シル ト
25 10Y2/1黒色粘土質シル ト
26 10Y2/1黒色シル ト～極細粒砂混粘土
27 N2/0黒色ンル ト～枢細粒秒混粘土質シル ト

第 4図  3・ 4区東壁断面図

N R 401

① N8/0灰白色粗粒砂～中礫
② N7/0灰白色粗粒砂～細礫
③ 10YR4/6褐色組44砂～25Y3/4淡黄色極細粒～級粒砂
④ 25Y7/1灰白色細粒砂～粗粒砂
⑤ 25Y6/1灰色細粒砂～中礫
⑥ 25Y6/1灰色糧粒砂～中礫
⑦ 25Y3/1オ リーブ黒色粘土質シルト
⑥ N8/0灰白色細粒砂
③ 75Y8/1灰白色細粒砂           '
⑩ N8/0灰白色亘礫混粗粒砂
① N3/0灰白色粗粒砂
⑫ 75Y8/1灰白色細粒砂～中礫
① 75GY3/1明 緑灰色極細粒砂～粗粒砂
① 10GY3/1明緑灰色極細粒砂～粗粒砂
⑮ 75Y8/1灰白色組粒砂～粗粒砂
① 5BG7/1明青灰色シルト～細粒砂

(S=1/250)
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Y=-37930

|

T P +9 00rn

TP+8

0 盛土
1 2 5GY8/1灰 白色～2 5GY7/1明オリーブ灰色砂質シル ト
2 2 5GY7/1明 オリーブ灰色～10YR6/31こぶい黄橙色シル ト賞粘土
～砂質シル ト

3 N7/0灰 白色～5Y5/1灰 色砂質シル ト～組粒砂
4 5Y5/1灰 色砂質シル ト～細粒砂
6 N4/0灰 色～10Y2/1黒 色シル ト質粘土～シル ト
ワー3 N3/0灰 詢色中粒砂～中礫
7-6 7 5YR4/3に ぶい赤褐色中粒砂～極粗粒砂
7-7 25Y5/2灰黄色中粒砂～細礫
9 N4/0灰 色～583/1晴 青灰色粘土資シル ト～砂質シル ト
10 5Y3/4黄灰色極細粒砂～極粗粒砂
11 5GY6/1緑灰色～5GY3/1暗オリーブ灰色粘土質シル ト
12 5GY5/1緑灰色粘土
13 10YR4/1褐灰色粘土
14 10BG5/1青灰色～10BG3/1暗 青灰色粘土質シル ト～シル ト

15 10BG4/1晴青灰色～10Y3/1オ リーブ黒色粘土～シル ト

16 5G4/1暗緑灰色～10Y2/1黒 色粘土～シル ト

17 10GY8/1明緑灰色～N2/0黒色粘土～粗粒砂混シル ト質粘土

18 N7/0灰 白色～1 0GY7/1明緑灰色極細粒砂～粗粒砂

19 2 5GY3/1灰白色～10GY6/1緑 灰色極網粒砂～極粗粒砂

21 10GY3/1明緑灰色～5G4/1暗 緑灰色粘土～シル ト

22 N5/0灰 色～58G4/1晴 青灰色粘上～ンル ト

23 10YR3/1黒褐色粘土質粘土～シル ト

24 25Y3/1黒 褐色極細粒砂混粘土質シル ト

25 10Y2/1黒 色粘上質シル ト

26 10Y2/1黒 色ンル ト～極細粒砂混粘土

27 N2/0黒 色シル ト～極細粒砂混粘土質シル ト

28 2 5GY3/1暗オリーブ灰色枢細粒砂混粘上質シル ト

29 2 5GY4/1暗オリーブ灰色シル ト

30 25Y5/3黄 褐色～5Y6/1灰 色粘土質シル ト～極細粒秒の互層

31 5Y4/2灰 オリーブ色粘土質シル ト～シル ト質粘土

4 00m

3 00m

5Y3/1オ リーブ黒色粘土～シル ト

10GY4/1暗 緑灰色粘土～粘土質シル ト

10GY3/1晴 緑灰色シル ト～シル ト賞粘土

75Y2/1黒 色粘土～粘土質シル ト
10Y3/1オ リーブ黒色粘土～粘土資シル ト

5GY4/1暗 オリーブ灰色粘主質シル ト

7 5GY4/1暗緑灰色シル ト～細粒砂

8 00rn

6 00rn

5 00m

N R702

① 5Y6/1灰 色細粒砂～粗粒砂
N R1001

① 25Y7/1灰白色粗粒砂～細礫
② 25Y7/6明 責褐色組粒砂～25Y3/4淡 黄色極細粒～粗粒砂の互層
③ 25Y7/1灰白色～25Y7/3浅 黄色細粒砂～巨礫
N R1002

① 5Y4/1灰 色極粗粒砂混細粒秒～中粒砂
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6区東壁、 7区北壁断面図
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第 5図
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7層 に分層。層厚1.40～ 2.50mで南部に行くに従って層厚が漸増している。 2～ 6区

で検出。 5・ 6区では第 7-6層上面が第 2面検出面。 2・ 3区で検出し、第 3面の
遺構とした堰302は第 7-2層 中に構築されている。

第 8層 :2.5GY5/1オ リーブ灰色～10Y2/1黒色シルト～極細粒砂。層厚0.08～ 0.27m。 1・ 2区

で検出。

第 9層 :M/0灰色～5B3/1暗青灰色粘土質シルト～砂質シルト。層厚0,08～0.32m。 1。 2・

7区で検出。

第10層 :5Y8/4淡責色極細粒砂～極粗粒砂。洪水砂層。層厚0。25～ 0.55m。 1・ 2・ 7区で検出。

第11層 :5GY6/1緑灰色～5GY3/1暗 オリーブ灰色粘土質シルト。層厚0.04～ 0。29m。 2・ 7区で

検出。

第12層 :5GY5/1緑灰色粘土。層厚0.02～ 0,09m。 2。 7区で検出。

第13層 :10YR4/1褐灰色粘土。粘性強い。植物遺体を含む。層厚0.02～ 0。21mo l・ 2・ 7区

で検出。

第14層 :10BG5/1青 灰色～10BG3/1暗青灰色粘土質シルト～シルト。層厚0.04～ 0.41mo l～ 4

区・ 7区で検出。

第15層 :10BG4/1暗青灰色～10Y3/1オ リーブ黒色粘土～シルト。炭酸鉄を多く含む。層厚0。04

～0.43m。 1～ 6区で検出。上面が第 4面検出面。

第16層 :5G4/1暗緑灰色～10Y2/1黒色粘土～シルト。層厚0.07～ 0。24mo l～ 5区・ 7区で検出。

第17層 :10GY8/1明 緑灰色～N2/0黒色粘土～粗粒砂混シルト質粘土。土壌化層。層厚0.04～

0.27m。 1～ 7区で検出。上面が第 5面検出面。

第18層 :N7/0灰 白色～10GY7/1明緑灰色極細粒砂～粗粒砂。河川堆積層。層厚1.35m。 1・

2・ 7区で検出。

第19層 :2.5GY8/1灰白色～10GY6/1緑灰色極細粒砂～極粗粒砂。河川堆積層。層厚1.25mo l～

6区で検出。上面が第 7面検出面。

10GY6/1緑灰色粘土。層厚0.07～ 0.28m。 2・ 3区で検出。上面が第 6面検出面。

10GY8/1明緑灰色～5髄/1暗緑灰色粘土～シルト。層厚0,07～ 0。46m。 2～ 6区で検出。

N5/0灰色～5B碗/1暗青灰色粘土～シルト。層厚0。03～ 0.32m。 2～ 6区で検出。

10YR3/1黒褐色粘土質シルト～シルト。層厚0.04～ 0.30m。 2～ 6区で検出。

2.5Y3/1黒褐色極細粒砂混粘土質シルト。植物遺体を含む腐植土層。上面に極細粒砂

のラミナ。層厚0。05～ 0。30m。 4～ 7区で検出。上面が第 8面検出面。

第25層 :10Y2/1黒 色粘土質シルト。酸化鉄を含む。上面に植物遺体を含む。層厚0.03～ 0.17m。

4～ 7区で検出。

第26層 :10Y2/1黒 色シルト～極細粒砂混粘土。層厚0.05～ 0。28m。 4・ 5区で検出。

第27層 :N2/0黒色シルト～極細粒砂混粘土質シルト。災酸鉄を多く含む。層厚0。 03～ 0。 15m。

4～ 6区で検出。

第28層 :2.5GY3/1暗 オリーブ灰色極細粒砂混粘土質シルト。グライ化層。層厚0.05～ 0.19m。

5・ 6区で検出。

第29層 :2.5GY4/1暗 オリーブ灰色ンルト。上面が土壌化。層厚0.08～ 0。30m。 5・ 6区で検出。

第20層

第21層

第22層

第23層

第24層

-319-



上面が第 9面検出面。

第30層 :2.5Y5/3責褐色～5Y6/1灰色粘土質シルト～極細粒砂の互層。河川堆積層。層厚0.65m。

5区で検出。

第31層 :5Y4/2灰オリーブ色粘土質シルト～シルト質粘土。層厚0.03～ 0。 17m。 5・ 6区で検出。

上面が第10面検出面。

第32層 :

第33層 :

第34層 :

第35層 :

第36層 :

第37層 :

第38層 :

5Y3/1オ リーブ黒色粘土～シルト。層厚0.03～ 0。 12m。 5・ 6区で検出。

10GY4/1暗緑灰色粘土～粘土質シルト。グライ化層。層厚0.03～ 0。 1lm。 5。 6区で検

出。

10GY3/1暗緑灰色シルト～シルト質粘土。生物の優乱が認められる。層厚0.04～ 0。 13

m。 5・ 6区で検出。

7.5Y2/1黒色粘土～粘土質シルト。暗色帯。層厚0.05～ 0.17m。 5,6区で検出。

10Y3/1オ リーブ黒色粘土～粘土質シルト。層厚0.05～ 0。 17m。 5・ 6区で検出。

5GY4/1暗 オリーブ灰色粘土質シルト。層厚0.02～ 0。 15m。 5区のみで検出。

7.5GY4/1暗緑灰色シルト～細粒砂。層厚0,06～ 0。 17m。 5区のみで検出。

第 3節 検出遺構と出土遺物
1)各調査区の概要

第 1面 (第 6・ 7・ 9図、図版二～四)

1～ 6区で検出した。第 2層および第 3層上面 (T.P.+8。 4～ 7.4m)を構築面としている。検出

遺構には、井戸 l基 (S E101)、 土坑11基 (S K101～ S Klll)、 溝31条 (S D101～ S D131)、 落

ち込み2基 (S0101・ S0102)がある。時期的には一部、古墳時代中期に遡る遺構を除けば平安

時代中期～近代のものがある。

井戸 (SE)
S E101

2区西部のⅦ-6-6G地 区で検出した。素堀り井戸で西側が撹乱、南側が調査区外に至る。
検出部分で東西幅1.lm、 南北幅1.Om、 深さ0.45mを測る。埋土は 2層で、上層は10YR5/1褐灰

色砂質シルト、下層はグライ化が顕著な10BG6/1青灰色砂質シルトである。遺物は出上していな

い。なお、本来の構築面は第 1層 より上部と考えられる。近世の農耕用の井戸と推定される。

土坑 (SK)
S K101(第 12・ 13図、図版二 。二三)

1区西部のⅦ-6-5G地 区で検出した。北部は北側溝に切られるため詳細は不明であるが、
平面形状は南北に長い楕円形と推測できる。検出部分で東西幅0。45m、 南北幅0。3m、 深さ0。3mを

測る。断面形状は、ほぼ垂直な掘方を持ち、土坑中央で窪みがある。埋土は2層に分けられ、上

層が5Y5/1灰色極細粒砂で、下層が非常に硬 く締まる5Y3/1オ リーブ黒色シル ト混極細粒砂

(2.5Y4/4オ リーブ褐色極細粒砂のブロックを含む)である。遺物は平安時代中期の土師器が少量出

土している。土師器小皿 1点 (1)、 椀 1点 (2)を 図化した。 1は「て」の字状口縁の上師器皿で
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Ⅲ 久宝寺遺跡第39・ 51次調査 (K H2001-39,2003-51)
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Ш 久宝寺遺跡第39・ 51次調査 (K H2001-39・ 2003-51)
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第 7図  3・ 4区 第 1～ 3面検出遺構平面図
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Ⅲ 久宝寺遺跡第39・ 51次調査 (K H2001-39。 2003-51)
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第 8図  3・ 4区 第 4～ 6面検出遺構平面図
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Ⅲ 久宝寺遺跡第39・ 51次調査 (K H2001-39・ 2003-51)
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